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誰もが取り組めるようにするために 

右の資料は，この地域の課題である「図形」領域の小・中学校９年間の学習の系統性がまとめられた図の一部で，ここでは，「直方体の面」について焦点をあてています。 学習の系統性がまとめられた図に，学力調査の課題を明記することで，どこで児童生徒がつまずいているか，つながりを確認することができ，各学年における授業に生かすことができます。 

 右の資料は，中学校区内の小・中学校のすべての教科において，日々の授業で共通して取り組むことを想定した授業のモデルです。 教科指導と生徒指導の一体的な対策を授業の中で行い，「学びの五か条」を小・中学校共通の授業づくりの基盤として位置付けています。 
教科におけるつまずきを 

明確にするために 

ⅡⅡⅡⅡ    小小小小・・・・中中中中学校学校学校学校がががが連携連携連携連携したしたしたした特色特色特色特色あるあるあるある取組取組取組取組    学力向上総合対策事業は，小学校と中学校又は中学校同士が連携し，教科指導と生徒指導の一体的な対策を行うことにより，児童生徒の学力の向上を図ることを目的としたものであり，今年度から展開している。  タイプⅠ：小中連携地域 ＜25地域86校（中学校25校）（小学校61校）＞  タイプⅡ：中中連携地域 ＜ ７地域15校（中学校15校）＞ ここでは，これまでの特色ある取組を紹介する。 

これなら，どの教科のどの授業でも取り組めそうですね。 

通過率30％未満の子どもたちのつまずきにも焦点をあてて，指導のつながりを見ることも大切ですね。 

教科指導と生徒指導の一体的な対策 

授業づくりの基盤 

小４ 小５ 
小６ 
中１ 中２ ＜「基礎・基本」定着状況調査＞ 設問の内容 年度：地域の通過率（県との差） 

H23の中学校で 課題だった設問 
H24の小学校で 課題だった設問 

吹き出しの見方 
類似問題 

授業授業授業授業づくりでつながるづくりでつながるづくりでつながるづくりでつながる    

教科教科教科教科でつながるでつながるでつながるでつながる    
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授業における他学年，異校種との 

関わりを見るために 

児童生徒の実態から 

具体的な手立てを考えるために  右の資料は，生徒の実態を学力調査等の誤答分析から把握し，課題を明確にすることによって，生徒のつまずきを個別に予想し，その手立てを明記した学習指導案の一部です。 ここでは，実態の違う生徒に対し，個別の手立てが考えられています。 このように，クラスの児童生徒一人一人に目を向けて，すべての児童生徒が，評価規準を達成できるよう指導計画を立案することは大切なことといえます。 その際，小・中学校が連携して，手立てを考えることも大切であるといえます。 

他学年や異校種の教科書の中に，指導のヒントがあるかもしれません。他学年や異校種の学習指導要領解説や教科書を見るなどして，教材研究を充実させましょう。 

手立て 

 右の資料は，他学年や異校種との学習内容の関連を明記した学習指導案の一部です。 例えば，授業参観で児童生徒のつまずきを発見した際，それまでの授業で付けておかなければいけない力が付いていなかったのではないかと，学習内容の関連が分かれば自らの授業を振り返ることができます。 教材研究段階から小・中学校が連携したり，学年を超えて連携したりすることも授業改善につながります。 小・中学校が一緒になって教材研究をすると，実態に応じた指導方法の工夫・改善ができそうですね。また，「基礎・基本」定着状況調査と全国学力・学習状況調査をつなげた分析も効果がありそうですね。 

子ども一人一人の課題に応じた指導計画を立てることは，クラスの一人一人の存在を大切にする指導につながりますね。 

実態把握 

教材研究教材研究教材研究教材研究でつながるでつながるでつながるでつながる    

個個個個にににに応応応応じたじたじたじた指導指導指導指導でつながるでつながるでつながるでつながる    
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 右の資料は，児童生徒の参考となるノートを掲示し，全校に紹介したものです。  上の写真は小学校の掲示物で，中学校区内３校（中学校１校，小学校２校）の全学年のノート見本が掲示され，小・中学校のつながりを意識した取組がなされています。  下の写真は中学校の掲示物で，ノートの見本にノートづくりのポイントを吹き出しで示す工夫がされています。ノート指導を通して学校全体で学力向上に取り組んでいます。 

取組内容を見える形で示すために 

取組内容を共有するために 

＜資料提供＞ 

・ 横路中学校区小中連携地域  ・ 宮原中学校区小中連携地域 

・ 熊野中学校区小中連携地域  ・ 豊松中学校区小中連携地域 

・ 総領中学校区小中連携地域  ・ 福山市中中連携地域   

 右の資料は，研究授業や研究協議会が実施された後，その様子や研究の推進状況を中学校区のすべての教職員で共有するために研究推進便りとして発行されたものです。  研究協議会で明らかになった課題や今後の取組を共有するため，研究推進便りは有効な手段の一つといえます。 

この連携地域では，吹き出しを使って， 
ノートづくりのポイントを示しています。 

この連携地域では，中学校区３校の各学年

のノートを掲示しています。 
相互にすばらしいノートを肯定的に評価し合うことで，共感的人間関係を育成することができますね。 掲示された子どもたちは自己存在感が高まります。 

取組内容をみんなが共有して，みんなで課題を解決していくことが大切ですね。 

ノートノートノートノートづくりでつながるづくりでつながるづくりでつながるづくりでつながる    

便便便便りでつながるりでつながるりでつながるりでつながる    この連携地域では，学力向上のマスコットが活躍しています。このマスコットは，生徒

がデザインしたもので，中学校区の児童生徒のモチベーションを高めています。 


